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１．研究の背景と目的 
近年、野生生物のハビタット減少、ヒートアイ
ランド現象、都市型洪水、干ばつといった問題が
顕在化している。その対策として、野生生物のハ
ビタット機能を有した緑地の復元・創造が求めら
れており、近年屋上緑化に関心が高まっている。 
そのような中、2010年に生物多様性条約第 10
回締約国会議（CBD/COP10）が開催されることから、
生物多様性保全に関する議論が活発化し、屋上緑
化に関しても生物多様性保全という機能を捉えて
いく必要性がある。 
屋上緑化空間に着目した生物多様性の評価とし
ては、橘、薬師寺（2006）は、野生生物のハビタ
ットを考慮した施工を行い、モニタリング調査の
結果より評価を行なった。茂木ら（2005）では、
屋上緑化地において鳥類分布の実態把握や環境特
性との関連性から鳥類の生息地として屋上緑化地
を評価している。以上から生物多様性の保全につ
いて共通の尺度で評価する手法は確立されていな
いのが現状である。 
そこで本研究では、ハビタットを定量的に評価
す る 手 法 で あ る HEP（ Habitat Evaluation 
Procedures）を応用し、屋上緑化の生物多様性保
全に対する評価手法の開発を行う事を目的とする。 
 
２．研究方法 
本評価手法の確立にあたり、既存の文献調査及び
既存の屋上緑化の現地調査を行い、HEPにおける概
念や評価の流れを応用して本評価手法の開発を行
った。 
 
３．研究結果 
本研究では、HEPの概念や評価方法を応用し、
定量的かつ専門家でなくとも評価が行えるような
簡易的な手法の開発を目指している。そのため、
まず屋上緑化における効果のひとつである生物多
様性の確保について省庁、企業、地方自治体での
取り組みを把握するため文献調査を行った。その
結果の中でも、京都府保険環境研究所では、水辺
の配置とチョウの食草の植え込みなどにより屋上
緑化は都市における生物回廊の役割を果たすと記
載している。これらの結果から、本評価手法にお
ける評価要素として草本、木本、水辺の3つの環
境要素を設定した。 
 次に、企業等の文献調査では分からなかった各
評価要素の量的な把握をするため、都市域の屋上
緑化に飛来が確認されている野生生物種の中から
屋上緑化地における上位種、人気種を選定し、種
ごとの生息環境条件について文献調査を行った。
その結果、昆虫類の生息環境条件は花の蜜が吸え

る植物等が挙げられ、鳥類では実のなる樹木等が
必要である事が分かった。これらの結果から評価
項目の抽出を行い、HEPの概念を応用して既存屋
上緑化における評価表を作成した。本評価手法で
は、この評価表を用いて屋上緑化地の生物多様性
保全に対する評価を行う。また、その評価表を用
いて都市域の既存屋上緑化 40箇所の現地調査を
行い、その結果を基に評価表の修正を行った。な
かでも、水辺環境がある屋上緑化では多くの昆虫
類・鳥類が観察された事から、「水生植物の有無」
という評価項目ではなく、「抽水植物の有無」のよ
うにさらに詳細な評価項目を設定した。表 1、2、
3に評価視点別の評価表を示す。3枚の評価表の点
数を合計し、表4に示すように総合評価得点の算
出を行う。その点数により表5に示すランク表に
て10段階のランク付けを行う。また、完成した評
価手法を用いて既存屋上緑化 10箇所の現地調査
を行った結果、屋上緑化の形態別では、生物多様
性保全に効果があるとされているビオトープ緑化
が最も点数が高いという結果となり、屋上緑化に
おける生物多様性を評価する手法として実用性が
ある事が分かった。 
 
４．考察 
本研究では、HEPを応用した屋上緑化における
生物多様性保全に着目した評価手法の開発を行う
事ができたが、今後はさらにHEPの「時間」の概
念を取り入れ改良を加える事で、より質の高い評
価手法となる事が考えられる。また、評価手法の
実用性を高めるため、都市域に生息する野生生物
種の専門家等へのインタビュー等を行う事も必要
である。 
この評価手法を用いて一般の方が自身の所有す
る屋上緑化地を評価していく事により、今後日本
の都市域において生物多様性保全に効果のある屋
上緑化が増えていく事が期待される。 
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評価要素 評価区域 小評価区域（SI）と面積 評価基準 点数 

有 1 
草地 

無 0 

有 1 花の蜜が吸える植物 

例：アブラナ科、マメ科、ミカン科 無 0 

有 1 実のなる植物 

例：イネ科、アブラナ科、 

マメ科、ミカン科 無 0 

有 1 現状の都市域に生育する生物が利用す

る植物 

例：イネ科、アブラナ科、マメ科、ミ

カン科 
無 0 

草本の質の合計点数  

500㎡以上 3 

100㎡以上

～500㎡未

満 

2 

100㎡未満 1 

草地の面積 

無 0 

草本 草本 

草本の質の合計点数（HSI）×面積の点数＝HU 
 

 

有 1 
高木 

無 0 

有 1 
実のなる木 

例：クヌギ、コナラ、エゴノキ、イロ

ハモミジ、ウワミズサクラ、クリ、カ

ラスザンショウ、エノキ、ソヨゴ 
無 0 

有 1 樹液木 

例：クヌギ、コナラ 無 0 

有 1 花の蜜が吸える木 

例：エゴノキ、イロハモミジ、ウワミ

ズサクラ 無 0 

有 1 

高木 

樹高：3m

以上の樹

木 

 

落葉植物 

例：クヌギ、コナラ、エゴノキ、イロ

ハモミジ、ウワミズサクラ、クリ、カ

ラスザンショウ、エノキ 
無 0 

有 1 
中木 

無 0 

有 1 実のなる木 

例：ヌルデ、クワ、ネムノキ 無 0 

有 １ 樹液木 

例：ヌルデ、ネムノキ 無 0 

有 1 花の蜜が吸える木 

例：ヌルデ、クワ、ネムノキ 無 0 

有 1 

中木 

樹高：1m

以上3m未

満の樹木 

 

落葉植物 

例：ヌルデ、クワ、ネムノキ 無 0 

有 1 
低木 

無 0 

有 1 
実のなる木 

ムラサキシキブ、ガマズミ、サンショ

ウ、コウゾ、ユキヤナギ、キブシ、ド

ウダンツツジ、ヤマブキ、ハギ、イボ

タノキ、ネコヤナギ、ハコネウツギ、

ヤマハギ 

無 0 

有 1 樹液木 

例：ガマズミ、コウゾ、ドウダンツツ

ジ、イボタノキ、ネコヤナギ 無 0 

有 1 
花の蜜が吸える木 

例：ムラサキシキブ、ガマズミ、ユキ

ヤナギ、キブシ、ドウダンツツジ、ヤ

マブキ、イボタノキ、ネコヤナギ、ハ

コネウツギ、ヤマハギ 
無 0 

有 1 
落葉植物 

例：ムラサキシキブ、ガマズミ、サン

ショウ、コウゾ、ユキヤナギ、キブシ、

ドウダンツツジ、ヤマブキ、ハギ、イ

ボタノキ、ネコヤナギ、ハコネウツギ、

ヤマハギ 

無 0 

木本の質の合計点数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木本 

低木 

樹高：1m

未満の樹

木 

 

樹林の面積 500㎡以上 3 

100㎡以上

～500㎡未

満 

2 

100㎡未満 1 

 

無 0 

  

木本の質の合計点数（HSI）×面積の点数＝HU 
 

 

有 1 
水辺 

無 0 

有 1 
止水域 

無 0 

有 1 

水辺 

木陰の水域 
無 0 

有 1 抽水植物 

根は水底に固着し、植物体の下部は水

中にあり上部は空中にでている植物 無 0 

有 1 浮葉植物 

根は水底に固着し、茎を水面までのば

して葉を水面に浮かべる植物 無 0 

有 1 浮遊植物 

水底に根を張らず、水面に浮遊してい

る植物 無 0 

有 1 

水草 

沈水植物 

根は水底に固着し、葉や茎は水面下に

ある植物 無 0 

有 1 

水辺 

水底 植物性沈殿物や砂泥、砂礫 
無 0 

草本のＨＵ＋木本のＨＵ＋水辺の質の合計点数 ／65 

 

 

評価表名 点数 

計画、施工、メンテナンスの評価表     ／13点 

野生生物種の生息地に関する評価表     ／65点 

屋上緑化地の周辺環境の評価表     ／12点 

合計（THU）     ／90点 

評価段階 評価要素（SI） 評価基準 点数 

有 1 
誘致目標種の選定 

無 0 

有 1 
周辺自然環境調査 

無 0 

有 1 

構想・計画 

現存（在来種）生態系調査 
無 0 

80％以上 3 

80～40％ 2 

40％未満 1 
在来種の構成率 

無 0 

ビオトープ緑化 3 

立体的緑化 2 

設計・施工 

屋上緑化の形態 

平面的緑化 1 

有 1 
事後生物モニタリング調査 

無 0 

有 1 
雑草（外来種）の駆除 

無 0 

一般公開していない 1 
人の利用頻度 

一般公開している 0 

有 1 

メンテナンス 

潅水の有無 
無 0 

計画、施工、メンテナンスの質の合計点数 ／13 

評価段階 評価区域 小評価区域（SI）と面積 評価基準 点数 

有 １ 
壁面緑化 

無 ０ 

500㎡以上 ３ 

100㎡以上

～500㎡未

満 

２ 

100㎡未満 １ 

壁面緑化の面積 

無 ０ 

壁面緑化の合計点数（HSI）×面積の点数 ＝HU 
 

 

有 １ 
地上緑化 

無 ０ 

500㎡以上 ３ 

100㎡以上

～500㎡未

満 

２ 

100㎡未満 １ 

地上緑化の面積 

無 ０ 

敷地 

スケール 

同敷地内

の緑の連

続性 

地上緑化の合計点数（HSI）×面積の点数 ＝HU 
 

 

有 １ 
周辺の樹林地 

無 ０ 

20m未満 １ 
屋上緑化地と最寄りの樹林地との距離 

20m以上 ０ 

敷地周辺の樹林地の質の合計点  

幅30m以上 ２ 

幅30m未満 １ 周辺の樹林地の面積 

無 ０ 

周辺樹林地の合計点数（HSI）×面積の点数＝ＨＵ 
 

 

30m未満 １ 
屋上緑化地と最寄りの水辺との距離 

30m以上 ０ 

20m未満 １ 

街 

スケール 

敷地周辺

の緑の連

続性 

屋上緑化地と最寄りの農耕地との距離 
20m以上 ０ 

壁面緑化のＨＵ＋地上緑化のＨＵ＋樹林地のＨＵ＋水辺、

農耕地の質の合計点数 
／12 

総合評価得点 ランク 

74点～90点 A 

64点～73点  Á  

60点～64点 B 

55点～60点  B́  

53点～55点 C 

45点～53点  Ć  

31点～45点 D 

21点～31点  D́  

12点～21点 E 

12点以下  É  

表1 土地所有者の計画、施工、メンテナンスに関する評価表 

表2 屋上緑化地における野生生物の生息地に関する評価表 

× 

× 

表3 屋上緑化地の周辺環境に関する評価表 

表5 総合評価得点におけるランク表 

表4 総合評価得点表 

× ＝ 

× ＝ 

× ＝ 

＝ 

＝ 


